






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































CHReCHRH MH LHReRH　AcRH．GD SM SPD Cel A Others　lndi串t
Aillu
　Minooka 15 1 1 5 1 7
Japanese
Yabuki 32 一 一 28Tsukamoto 106 一 一 90
Yamaguch’1 202 8 一 157Kasahara 52 3 一 40
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　「稿を終るにあたり，終始御指導ならびに御校閲をいた
だいた恩師渡辺左武郎札幌医科大学長に深い感謝を捧げる
とともに，数々の御教示をくださった東京大学理学部．人類
学教室の埴原和郎教授に誌上をかりて心から感謝の意を述
べさせて頂きたい．」
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